
神戸女学院大学大学院 心理相談室主催
「インターネットCARETM専門家ワークショップ

ファシリテーターのためのピアトレーニング」の実践と評価

國吉 知子
（CARETM認定ファシリテーター）

⚑．はじめに～CARETM（子どもと親の絆を深める
プログラム）とは
2021年10月23日（土）13時～18時にオンライン

（Zoom）にて、標記ワークショップ実施した。米
国で開発されたCARE（Child-Adult Relationship
Enhancement：子どもと大人の絆を深めるプログ
ラム：2018年より CARETMに改編された。本稿で
の CARE は CARETMを指している）とは、子ど
もと関わるすべての大人に役立つ子どもとの関係づ
くりに有効なコミュニケーションスキルや態度形成
を行う「トラウマインフォームドな、ペアレンティ
ングトレーニング」である。本学でも2013年から実
施しているPCIT（親子相互交流療法）など、エビ
デンスに基づく親子関係改善のための心理療法をも
とに、シンシナティ子ども病院でPutnam, F.博士
の監修のもと体系化された。日本には2008年に導入
され、多くの福祉・教育・医療機関などに導入され、
全国的に拡大・展開してきている。CARE はセラ
ピーではなく心理教育プログラムであり、ワーク
ショップには、対人援助職を対象とする「専門家
ワークショップ」と「養育者向け」の⚒種類がある。
今回は、地域の対人援助専門職への支援という意味
合いから、特にインターネットでのCARE 提供経
験の少ないファシリテーターにフォーカスした、専
門家向けのオンラインワークショップを開催するこ
とにした。

⚒．I-CARE と「ピアトレーニング」を実施する意
義と構成上の工夫
CARE のワークショップは、元々豊富な体験学
習（アクティビティやロールプレイ）や映像呈示な
どで構成されていて、参加者がアクティブに楽しみ
ながら参加できるようになっている。その内容を踏

襲して、コロナ禍においてもCARE を提供できる
ようインターネットを用いたCARE ワークショッ
プ（以下、I-CARE）の開発が進められてきた。そ
こでは、オンライン上で実施できるワークへの置き
換えや従来のワークのオンライン実施のための手続
き変更などが順次行われ、2022年初頭には最新バー
ジョンの I-CARE マニュアル（日本語版）が完成
するに至った。しかしながら、I-CARE の豊富な
体験ワークなどをオンライン（Zoom）上でスムー
ズに進めていくには、ファシリテーター（CARE
ワークショップを提供できる有資格者）には従来の
対面実施とは異なる、相応のオンライン実施上の工
夫や操作スキルが必要となるため、多くのファシリ
テーターが I-CARE の重要性は痛感しつつも、な
かなか手続きに習熟する機会が持てず、個々に苦戦
している状況であった。本ワークショップは、
「I-CARE の練習（シミュレーション）の場が欲し
い！」という地域の CARE ファシリテーター（筆
者が関わっている PCIT＆CARE 関西研究会参加
者）の切実な声から生まれた。今回、特に「ファシ
リテーターのためのピアトレーニング」と銘打った
のは、そのような理由からである。

本ワークショップ募集時のチラシ（図⚑）にある
ように、募集を「ファシリテーター役（ファシリ
テーター有資格者に限定）」と「参加者役（参加資
格の制限無し）」の⚒系列で行い、オンラインの特
性を生かし、参加者数によっては、複数グループが
同時進行できるように設定した。さらに、「ピアト
レーニング」を構成するうえで、筆者が行った工夫
は以下のようなポイントである。（⚑）ファシリ
テーター役と参加者役が「ピア」な関係で協力し合
いながらワークショップをともに創り上げていくと
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いうコンセプトを明確に提示する。（⚒）参加者に
は（⚑）のコンセプトを理解し、本ワークショップ
が「ファシリテーターの練習の場」でもあることを
納得したうえで、（その代わり「参加費を取らない
形で」）参加して頂くスタイルをとった。ただし、
参加者役の方に「参加証」を授与する点は従来の
ワークショップと同じである。（⚓）実施時間枠を
通常のワークショップより⚑時間長めに設定し、
ファシリテーター役が慣れない Zoom の手順に慌
てなくてすむよう、また、Zoom 上の不慮のトラブ
ルにも安心して対応できるような余裕をもった時間
配分にした。（⚔）ファシリテーター役は⚒名組の
ペアでプログラムの前半あるいは後半を（計⚔名
で）担当する。分担することで、個々の負担を減ら

し、Zoom でのブレイクアウトルームの設定など、
その時にメインファシリテータ―をサブファシリ
テーターがサポートしながら進めて行けるよう構造
化した。ファシリテーター役は（自分が担当する以
外の箇所で）同時に参加者役も体験できる。このよ
うに、参加者の視点からもファシリテーター技術を
学べるようにした。（⚕）ファシリテーター役のペ
アの組み合わせはベテランがどちらのグループにも
分散される形で配置した。（⚖）事前にファシリ
テーター役と参加者役についての詳細な実施マニュ
アルを統括の筆者から全員に送付し、当日の流れを
理解しやすいよう事前準備に注力した。（⚗）当日、
プログラムの冒頭部分を統括の筆者が担当すること
で、その間ファシリテーター役同士の分担打ち合わ
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図⚑ ピアトレーニング ワークショップの募集チラシ



せの時間を設けるようにした。こういった構造化を
行うことで、参加者役やファシリテーター役の協力
を得やすくなり、より安全に本邦初の「I-CARE
ピアトレーニング ワークショップ」を公開実施す
ることが可能となった。

⚓．ピアトレーニングの流れと構造
当日のプログラムの流れは以下の通りである。前
述のように、通常、CARE 専門家向けのワーク
ショップは⚔時間程度の所要時間とされているが、
インターネットでは機械操作など、その特性上、時
間の余裕を見ておく必要があるとの判断から、実質
⚕時間程度の時間をワークショップに使えるように
設定した。さらに、一部のファシリテーター役から

の事前打ち合わせの要望により、⚑時間早めて12時
から Zoom をオープンにし、ブレイクアウトルー
ムを活用して、必要な方には1時間程度の打ち合わ
せを行って頂いた。いずれのグループのファシリ
テーター役もそれぞれ綿密に事前準備をされるな
ど、大変熱心に取り組んでくださった。

⚒つのグループ同時進行によるピアトレーニング
のグループ構造は以下の通り（図⚒）。予め、この
ような図を全員で共有しておくことで、ファシリ
テーター役にも参加者役にも当日混乱なく、プログ
ラムを進めることができた。両グループとも、若干
のトラブル（機械上の）が発生したが、グループメ
ンバーでフォローしあって乗り切ることができた。
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13：00-13：30 統括（國吉）から全体説明/簡単な自己紹介（Zoom Ａ室）

13：30-13：45 ファシリテーターは別室で作戦タイム/國吉が冒頭の説明
①同一グループのファシリテーター役⚔名はブレイクアウトルームに
移動し事前打ち合わせ
②その間、國吉が参加者役全体にCARETMの導入部分の説明

13：50- グループＡとＢに分かれてWSを開始
統括は両グループを同時に視聴し、進行状況の確認と適宜介入を行う

17：50-18：00 全員Ａ室に再度集まって、簡単なシェアリング

【ピアトレーニング ワークショップのプログラム】

【ピアトレーニング ワークショップのグループ構造】

図⚒ ピアトレーニングのグループ構造



また、筆者も⚒台のパソコンで両グループを同時視
聴し、必要に応じて即時介入を行った。
なお、グループの人数調整も兼ねて、本学大学院
博士前期課程⚒年の学生⚗名が参加者役とサポート
スタッフを兼ねてワークショップを受講した。本
ワークショップは、M⚒学生対象の公認心理師科目
「臨床心理地域実践演習（心の健康教育）」とリンク
させて実施し、事前準備や参加者の申込の受付、当
日受け入れに関する準備などについて院生スタッフ
に実践的に関わってもらった。それにより、院生の
段階からCARE に触れる機会を得ることができた
点は、地域実践と結びついた本学の心理師養成のた
めの現場教育という意味でも非常に有益な機会で
あった。運営側としても、院生の存在により、適切
なグループ規模での実習を提供することができたこ
とは大きなメリットであった。

⚔．ワークショップ内容について
参加者は、ファシリテーター役が⚘名、受講生役
が11名（外部参加者⚔名、内部院生⚗名）で計19名
であった。⚒グループでの実施であったが、いずれ
のグループでも、ファシリテーター役参加者役とも
に協調的な温かい雰囲気のなかで和やかにワーク
ショップを進められた点はCARE の精神が遺憾な
く発揮されたと言えよう。全員のモチベーションも

極めて高く、後述のアンケート結果にも示している
ように、実際にオンラインでのCARE を近日実施
予定があるため練習の機会を求めておられた方や、
Zoom そのものの操作に慣れたいという方、
I-CARE の実際を知りたいという方など、CARE
のベテランファシリテーターから経験の浅いファシ
リテーター、さらに参加者役まで、実に多彩な先生
方が終結してくださった。ファシリテーターを含め
た参加者は兵庫、大阪などの近畿のみならず、北海
道、秋田、東京、石川、名古屋、福岡など広く全国
に及ぶ。このことから、インターネットによる
CARE の実践方法を学ぶ機会へのニーズがいかに
高かったかが窺える。

⚕．参加者からの評価
実施後に外部からの参加者とファシリテーターに
簡単なアンケートを実施した。参加してくださった
外部からの12名の先生方（内訳、ファシリテーター
役⚘名、参加者役⚔名）全員から回答を頂いた。主
な設問は次の通りである。（⚑）参加理由、（⚒）本
ワークショップはこの分野の自分のスキル向上に役
立った、（⚓）本ワークショップの内容は満足でき
るものだった、（⚔）今後、I-CARE を実践してみ
たい、（⚕）Zoomを用いたこのようなワークショッ
プに今後も参加したい（いずれも「⚑．全くそう思
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図⚓ 同時進行中の⚒グループ同時視聴によるサポート風景



わない」～「⚕．とてもそう思う」の⚕件法）、（⚖）
感想など（自由記述）。以下に結果を示す。

（⚑）参加理由：
「I-CARE の技術を学びたい・練習したかった」
（⚕名：42％）、「他のファシリテーターの先生方の
工夫点を学び合いたい」（⚒名：17％）、「復習のた
め」（⚒名：17％）、「I-CAREを体験したかった」（⚒
名：17％）、「I-CARE のニーズはあるが I-CARE
の自信が無かった」（⚑名：⚘％）、となっており、
インターネットを使ったCARE の技術習得や技術
向上を期待しての参加が多かった。

（⚒）「本ワークショップはこの分野の自分のスキ
ル向上に役立った」および（⚓）「本ワーク
ショップの内容は満足できるものだった」：

両設問とも「とてもそう思う」92％ 「そう思う」
⚘％となっており、本ワークショップが非常に有益
かつ満足度が高かったとの評価を頂くことができ
た。

（⚔）「今後、I-CAREを実践してみたい」：
「とてもそう思う」83％、「そう思う」17％との回
答があり、インターネットを用いたCARE ワーク
ショップを自ら開催することへの意欲が高まったこ
とがわかる。

（⚕）「Zoom を用いたこのようなワークショップ
に今後も参加したい」

「とてもそう思う」92％、「そう思う」⚘％との回
答があり、インターネットを利用しても、このよう
な体験型ワークショップが有効であることが示され
た。

（⚖）参加者の自由記述から：
本ピアトレーニングの効果や意義について、以下
⚓点が抽出された。
①ピアトレーニング構造への肯定的評価：
「とてもよく練られたデザインだと思いました。
ご準備のご苦労がうかがわれました。このWS は
是非今後も実施していただくと I-CARE が広がる
と思いました」

「感謝しかありません。このような失敗しても
OKな場の提供はありませんので、助かりました」
「（資料で示されていた）時間の読みは本当にこの
通りなんだなと感心しながら実施しました。良い学
びになりました」
「失敗しても OK なピアトレーニングの機会は、
ファシリテーターはもちろん、実施したいけど自信
の無い人が参加者として体験する方法もとても良い
と思いました」
「事前に打ち合わせをさせて頂く時間があってよ
かった」
「ご丁寧な準備をしてくださり、ありがとうござ
いました。このような機会がなければ、経験するこ
とはできなかったと思います。心から感謝しており
ます」
「是非、⚒回目も企画いただきましたら幸いです」
など、今回のピアトレーニングという形式が、参加
者のニーズにマッチしていたことがよく理解でき
た。

②オンライン体験への評価や気づき：
「オンラインで保護者対象に実施できるかもとい
う自信を得られたことが大きかったです。オンライ
ンで行うことにより、より言葉の重要性にも気づか
されました」
「Zoom でも楽しいワークショップが可能なこと
を実感できて良かった」
「CARE-International のオリジナルスライドか
ら日本人向けに改変した部分や、オンライン用の
ワークなどぜひ共有させて頂きたいと思います」
「Zoom では画面共有をしてしまうと（アクティ
ビティ時に）全員の顔が見えないと気づきました。
画面が参加者にどう見えているのか注意が必要だと
思いました」
「画面共有ができなかったときの対応など、対策
を考えておく必要があることがよくわかりました」
など、オンライン実施上の留意点など、I-CARE
を実践する上での自らの学びや気づきについて言及
するコメントも多かった。

③ファシリテーターや参加者のピアサポートによ
るエンパワメント：
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「ファシリテーターは複数いて良かった」「（ペア
ファシリテーターの）○○先生の進行が（同じペア
のファシリテーターとして）ありがたかったです」
「経験を重ねたファシリテーターの先生がおられ
ると心強い」
「親御さん向けにグループで実施する時の配慮点
なども経験の豊富な先生方からもっと教えて頂きた
いと思いました」
「複数ファシリテーターでサポート頂き、多くの
学びを頂きました」
「他の先生方がスキルが高く、非常に安心して実
施できました」
「他のファシリテーターの話を聞く、こういう機
会は私にとって、とても勉強になる時間でした。企
画頂き、ありがとうございました」
「皆様に助けて頂き、嬉しかったです」に見られ
るように、経験者を両グループにバランスよく配置
することで、ピアサポート効果が高まり、互いに安
心感やモチベーションが高まり、学びが豊かになっ
たことが窺えた。

⚖．最後に～企画者からの謝辞に代えて～
このようなピアトレーニングが一般参加者からの
理解を得られるのだろうか、本当に成立するのだろ
うかと不安を抱きつつ企画しましたが、今回、無事
に（大きなトラブルも無く）終えることができ、感
無量です。全国から集結して、入念な準備をして臨
んでくださった素晴らしいファシリテーター役の先

生方と、ピアトレー二ングの趣旨を理解し、温かく
サポーティブにワークショップに取り組んでくだ
さった懐の深い参加者役の先生方に心より御礼申し
上げます。なお、今回、院生たちも無事に
CARETM専門家ワークショップを修了し、参加証
を受領することができました。今後CARE のファ
シリテーターになるには、PCIT のイニシャルワー
クショップの受講が必須要件となりますが、すでに
彼女たちはそちらも修了していますので、あとは院
修了後にCARETMのトレーナートレーニングを受
講すれば、最短でCARETMファシリテーター資格
を取得することが可能です。これも全国の大学院と
して初めてで画期的なことです。現場と結びついた
大学院教育の一つの姿を示せたなら望外の喜びで
す。そして院生たちには、今回の、日本の
CARETMファシリテーターとして第一線で活躍さ
れている素敵な先生方を鑑として、さらに広い視野
に立った心理的支援のプロバイダーとなってくれる
ことを願っています。ファシリテーター役、参加者
役いずれにとっても、このように充実した
I-CARE の学びの機会を持つことができ、企画・
実施者としてこれほどの喜びはありません。
I-CARE を安心して練習できる場を、との熱い声
を寄せてくださったPCIT＆CARE関西研究会の先
生方、そして、実際にご参加くださった先生方、本
ワークショップ実現に向けて温かいサポートを頂い
た本学心理相談室の教職員の皆様にもこの場を借り
て御礼申し上げます。
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図⚔ I-CAREピアトレーニング参加者の皆様


